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3. 第 23 次航海報告（Report on the 23rd Cruise） 
3.1 航海の概要及び航海日程（General Account and Cruise Itineraries） 
第 23 次航海は、東京海洋大学専攻科学生 32 名、大学院生 23 名、実習補佐員 8 名、
乗船教官 5 名、研究者 2 名が乗船し、平成 19 年 9 月 10 日から平成 19 年 9 月 25 日ま
での 16日間行われた。本航海は、大学院生のための漁業調査実習として行われている。
今回の実習の目的は、計量漁探の原理・使用方法や調査解析、漁獲物の測定及び整理、
資源量の算出、海洋観測機器による漁場環境の測定である。また専攻科学生には各航
路航行における各航法および潮流計算等の訓練実習と、東シナ海でのトロール操業実
習・観測機器運用実習が行われそれぞれレポートの提出がかせられた。出港直後には
大学院生も含めた消火訓練及び退船訓練などの操練を実施した。トロール操業終了後
の漁具収納や船体手入れのため長崎港に入港した。長崎出港後は 9 月 20 日に韓国釜山
に入港し釜慶大学校の学生と交流がもたれた。海鷹丸の見学やｼﾝﾎﾟｼﾞｭｰﾑが行われ、双
方の学生にとって有益であった。 
また釜山入港中、浦項市迎日湾の快鷹丸遭難記念碑に参拝した。同港を 23 日に出港
し、関門港を通航して豊後水道経由で 25 日に東京に帰港した。 
 
①   大学院トロール実習 
東シナ海の大陸棚における生物をトロール漁業にて捕獲し、魚種別のソーティ
ングや体重体長測定、CTD を用いて東シナ海の海洋観測や計量魚探を用いての魚
群の密度計算解析から資源量計算方法を習得することを目的としている。専攻科
29 名、大学院生 23 名が参加した。また相模湾において CTD 及び LADCP による
海洋観測を行った。 
トロール操業実習は 2 日間、網目を小さい内網をつけての 30 分間曳きを 6 回実
施した。その他として船体データ解析装置及び船体動揺計測及びトロールワイヤ
の張力などの測定を行った。漁獲した魚は、ミンチにして練り物やつみれ、開き
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にしての干物、鱗・内臓処理を行い、脱酸素剤投入及び酸素を通さない専用袋に
よる真空パック（漁獲時期・海域記載）のうえ凍結処理を行った。 
 
②  操縦性能試験結果 
     相模湾での学生計画実施による操縦性能試験実習を行った。気象及び海況は
Table 1 示す。 試験中船の各タンク容量のコンデイションは、Table 3 に示す。 
 
１． Z 試験 
船速 12kt 及び 6kt における舵角 10 度及び 20 度の Z 試験を操船シミュレーシ
ョンターによる実習の後、相模湾中央部において実施した。 
 
２． 緊急停止後進試験 
前進船速 12kt から後進 5kt における緊急停止後進試験を行い以下の結果を得た。 
 
Table 1  試験海域（相模湾中央）における気象及び海況(上)、試験結果（下） 
船首喫水 5.3m 進路 230° 風向 NE/E 
船尾喫水 5.8m 船速 6ｋｔ 風力 5 
ART ON 天候 曇り 流向 NNW 
フィンスタ OFF 外気温 20.2℃ 流速 0.5kt 
 
状態 時間 
主軸回転数
(rpm) 
CPP 実翼角
(deg.) 
前後速力
(kt) 
緊急停止 6:44:07 144.7 -3.5 6.6 
船速 0kt 6:45:15 169.9 -12.6 2.2 
船体停止(左舷) 6:45:05 170.6 -12.6 3.4 
船体停止(右舷) 6:45:07 170.0 -12.6 3.4 
船速 Astern5kt 6:45:53 170.5 -8.4 0 
試験終了 6:46:29 138.3 1.3 -2.0 
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３． 旋回試験 
船速 12kt における舵角 10 度及び舵角 20 度、船速 6kt における舵角 10 度及び
舵角 20 度の旋回試験を行った。気象及び海況は上記と同じである。結果を Table 
2 及び Fig.1 に示す。 
 
Table 2 旋回試験結果（L は船の長さ） 
  Fig.1 海鷹丸旋回径 
 
Table 3 燃料及び清水使用量から算出した GM 変化(左)  
給水時の喫水変化（右） 
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 ③  韓国釜山の釜慶大学との大学院交流セミナーにおいて専攻科学生代表 12名によ
る海鷹丸の構造や実習についての以下項目について発表した。 
1. Principal Dimensions of Umitaka-Maru  
2. Nautical Instruments & Fin stabilizer 
 3. Engine & Generator 
4. Propulsion Motor System 
5. Local Area Network 
6. Fishery Facilities 
7. Winch & Crane 
8. Acoustic Observation System 
9. On Boat Simulator 
               Photo.1 釜慶大学での大学院交流セミナー 
 
 
 
 
 
④  トロール操業報告 
トロール操業は、9 月 13 日から 9 月 14 日に 30 分曳き着底トロールを 6 回実施（Fig.2）
したが、台風接近( Fig.3 )のため長崎県伊王島沖に避難した。トロールは、1 日目の 3 回が
水深 250-300m の漁場で行い 2 日目の 3 回を水深 134-140m で実施した。 3 回の CTD 観
測から、表層水温は約 28℃、水深 120m における水温は 16℃、クロロフィルの極大層は水
深 50-65m、塩分躍層は 34.20 周辺の水深 35-50m であった。 以下 Table 4 に、農林漁区
別の資源量を示す。 
 
 
- 27 -
127°40′
127°47′
La
t. 
(N
)
CTD 観測
No.6
No.5
No.4
No.2 No.3
No.1
CTD 観測
127°32′ 127°37′ 127°42′ 127°４７′
31°55′
31°50′
31°45′
31°30′
31°25′
31°20′
31°15′
127°32′ 127°37′ 127°42′ 127°45′ 127°50′ 127°55′
30°15′
30°10′
30°05′
30°00′
Long. (E)
 
Fig.2 トロール実習海域及び位置      Fig.3 ひまわり可視・水蒸気合成画像(9/14) 
 
 
Table 4 農林漁区（番号・操業回数）における魚種別の尾数・密度・資源量 
農林漁区 260（1 回目） 855161（㎡） 
曳網面積(㎡） 170100 曳網距離（ｍ） 2700 
種類 採取尾数 分布密度（尾/㎡） 資源量(尾） 
カゴシマニギス 35672 0.83885 717349.9 
カナガシラ 78 0.00183 1568.5 
ユメカサゴ 22 0.00052 442.4 
ワキヤハタ - - - 
スルメイカ 42 0.00099 844.6 
 
 
農林漁区 260（2 回目） 855161（㎡） 
曳網面積(㎡） 172746 曳網距離（ｍ） 2742 
種類 採取尾数 分布密度（尾/㎡） 資源量(尾） 
カゴシマニギス 5012 0.11605 99245.5 
カナガシラ 42 0.00097 831.7 
ユメカサゴ 82 0.00190 1623.7 
ワキヤハタ 550 0.01273 10890.9 
スルメイカ 82 0.00190 1623.7 
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農林漁区 260（3 回目） 855161（㎡） 
曳網面積(㎡） 175014 曳網距離（ｍ） 2778 
種類 採取尾数 分布密度（尾/㎡） 資源量(尾） 
カゴシマニギス 234 0.00535 4573.5 
カナガシラ 26 0.00059 508.2 
ユメカサゴ 80 0.00183 1563.6 
ワキヤハタ 1032 0.02359 20170.4 
スルメイカ 74 0.00169 1446.3 
 
農林漁区 248（1 回目） 855161（㎡） 
曳網面積(㎡） 167076 曳網距離（ｍ） 2652 
種類 採取尾数 分布密度（尾/㎡） 資源量(尾） 
カナガシラ 266 0.00637 5446.0 
マアジ 638 0.01527 13062.1 
カナド 34 0.00081 696.1 
ケンサキイカ 124 0.00297 2538.7 
ヒラツメガニ 4192 0.10036 85825.3 
 
農林漁区 248（2 回目） 855161（㎡） 
曳網面積(㎡） 186669 曳網距離（ｍ） 2963 
種類 採取尾数 分布密度（尾/㎡） 資源量(尾） 
カナガシラ 304 0.00651 5570.7 
マアジ 60 0.00129 1099.5 
カナド 30 0.00064 549.7 
ケンサキイカ 180 0.00386 3298.4 
ヒラツメガニ 2869 0.06148 52573.4 
 
農林漁区 247（1 回目） 855161（㎡） 
曳網面積(㎡） 194481 曳網距離（ｍ） 3087 
種類 採取尾数 分布密度（尾/㎡） 資源量(尾） 
カナガシラ 266 0.00547 4678.6 
マアジ 494 0.01016 8688.8 
カナド 62 0.00128 1090.5 
ケンサキイカ 110 0.00226 1934.7 
ヒラツメガニ 870 0.01789 15302.1 
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   航海日程（Cruise  Itineraries） 
Port Distance 
(miles) 
  Arrival Date  Departure Date 
 Tokyo 
  Tukisima F-5 
 Sep.10,2007 
09:50      45.0 
Tateyama-Wan 
  H 
Sep.10,2007 
13:23 
Sep.10,2007 
16:42 616.2 
Yakusima 
  Isso-ko 
   Sep.12,2007 
      11:21 
   Sep.12,2007 
16:57 387.8 
Nagasaki-ko 
  Koyagi-off 
   Sep.15,2007 
07:39 
   Sep.15,2007 
15:54   8.6 
 Sep.15,2007    Sep.16,2007 Nagasaki-ko 
  Section-3       17:04       08:30   2.0 
Nagasaki-ko 
  Matugae-Whf     160.9 
   Sep.16,2007 
08:53 
   Sep.19,2007 
      17:50 
 Busan-ko  . 
International 
Cruise Terminal 
   Sep.20,2007 
      09:39 
   Sep.23,2007 
      07:54  
 671.1 
Tokyo 
Tukisima Whf 
F-5 
 (Toyomi-Futo) 
 
   Sept.25,2007 
      09:30 
 
Total Distance 1,891.6   
     Run Hour 156h-11m 、Total Distance 1891.6 miles、Drifting Hour 19h-41m 
    Average Speed 12.111 knot、Lay Hour 208h-08m 
 
3.2  航跡図（Track Chart） 
 
 
 
 
 
 
 
 
TOKYO 
9/20～9/23 
9/16～9/19 
NAGASAKI 
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